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Ⅰ.は じめに
　平成17年 度 にお ける青森保健所(現 東地方保健
所)管 内の幼児の う蝕有病率は1歳6か 月児3.6%、
3歳児38.8%で あ り、わずか1年 半の 間に新 たに
35.2%の幼児がう蝕 に罹患 している。当保健所では、
このような状況を踏まえ、今回、管内市町村(青 森市を
除 く)の幼児 を対象として幼児歯科健診の結果に係る追
跡調査 を実施 し、若干の知見を得たので報告する。
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Ⅱ.目 的
　本調査は、幼児の生活習慣等とう蝕有病との関連の有無
を明らかにし、管内市町村における母子歯科保健、特に
幼児う蝕予防の取り組みを促進することを目的とした。
Ⅲ.研究方法
　調査の対象は、平成17年 度管内各市町村3歳 児歯科
健診受診者(青 森市 を除 く)の うち、平成15年 度1歳
6か月児歯科健診時のデータが得 られた者129人 と
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し、データ収集の後 に集計 と分析 を行った。データ分析
は以下のような方法で行った。
1.1歳6か月児歯科健診時の質問事項に掲げられた生
　活習慣等について、それぞれ2つ のカテ ゴリーに分
　け、 カテゴリー別に3歳 児歯科健診時 における う蝕
　有病率及び平均 う歯数 を算 出 し、カテゴリー問で比
　較す る。う蝕有病率 についてはx2検 定、平均 う歯
　数についてはMann-WhitneyのU検定を行う。
2.3歳児歯科健診時におけるう歯保有の有無及び平均
　う歯数 を外的基準、1歳6か 月児歯科健診時にお け
　る生活習慣等 を説明変数 とする林の数量化Ⅱ 類及 び
　Ⅰ類 に よる多変量解析 を行 う。生活習慣等 の うち、
　欠測値があるものは解析の対象か ら除外する。
られ、 これ らの間食 ・飲料摂取習慣が う蝕有病 と関連が
あることが示唆 された。
　「フッ化物歯面塗布の有無」や 「保育者による歯みが
きの有無」など、有意差が認められなかった項 目では、
一方のカテゴリーにおけるN数 の偏 りが影響 した可能
性があると思われた。フッ化物歯面塗布は、幼児のう蝕
予防に有効 とされてお り、意外 な結果であったが、塗布
方法や塗布回数が影響 した可能性 も考えられた。
　多変量解析の結果、生活習慣等 とう蝕有病との相対的
な関連の程度が推測された。なお、「指 しゃぶ りの有無」
は、個々の生活習慣等の分析ではう蝕有病との関連は認
められなかったが、多変量解析 の結果から関連が示唆さ
れた。
Ⅳ
.結　果
1.う蝕有病状況
　 1歳6か 月児 歯科 健診時 は う蝕 有病率3.88%、
平均 う歯数0.14本 で あ り、3歳 児歯科 健診 時 は
44.19%、2.26本 と急激に増加 していた。
2.各生活習慣等 におけるカテゴリー別のう蝕有病率及
び平均 う歯数の比較
　 1歳6か 月時の各生活習慣等について、カテゴリー別
に3歳児歯科健診時のう蝕有病率及び平均う歯数 を比較
した結果、両者 ともに、「よく飲んでいる飲み物の種類」、
「哺乳びんの使用の有無」、「間食の与え方の規則性」、「1
日の甘味物の摂取回数」の4項 目において、有意差が認
められた。これら以外の10項 目では、カテゴリー問の
有意差は認め られなかった。
3.各生活習慣等がう蝕有病に及ぼす影響の程度
　う歯保有の有無 を目的変数とす る多変量解析の結果、
偏回帰係数及び レンジは、「よく飲 んでいる飲み物の種
類」が最 も高 く、以下、「指 しゃぶ りの有無」、「おやつ
の与え方の規則性」、「食事に時間の規則性」、「性別」、「乳
児期の主栄養」 と続いていた。
4.各生活習慣等が平均 う歯数に及ぼす影響の程度
　平均う歯数を目的変数 とする多変量解析の結果、偏 回
帰係数及びレンジは、「指 しゃぶ りの有無」が最 も高 く、
以下、「よく飲 んでいる飲物の種類」、「おやつの与 え方
の規則性」、「性別」、「食事の時間の規則性」、「乳児期の
主栄養」 と続いていた。
Ⅵ.結　論
　今回の結果か ら、1歳6か 月以降のう蝕有病率や平均
う歯数の急増を防 ぐため、1歳6か 月児歯科健診やそれ
以前のあらゆる機会を利用 して、保護者に対 し間食や飲
料の摂取習慣に関する歯科保健指導 を徹底 して行 う必要
があると思われた。
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